
１．はじめに

「宿泊旅行統計調査」（観光庁）の都道府県別延

宿泊者数（確定値）をみると，徳島県は２０１０年から

３年連続で４７都道府県中４７位と最下位，最新の２０１３

年１０月～１２月期の統計でも依然として最下位という

状態である。観光立県を掲げる徳島県としては厳し

い状況が続いていることから，２０１３年９月の定例議

会で，飯泉知事は一般質問に対する答弁で「３年以

内の最下位脱却を目指し，平成２７年までに昨年の約

１８０万人から５０万人増加となる２３０万人を目標として

掲げ，本県の観光誘客促進と宿泊者数の増加にさら

なる知恵と工夫を凝らし，本県の地域経済活性化に

しっかりとつなげてまいりたいと考えておりま

す。」（平成２５年９月徳島県議会定例会会議録１０月０３

日－０４号）と答えた。

観光振興に関心を持っているのは県議会でも同様

である。徳島県議会では，議会活動を充実させるた

めに，必要に応じて超党派で議員連盟を組織し，勉

強会など各種の活動を行っている。本学では，平成

２４年７月に徳島県議会と包括連携協定を締結し，こ

の協定の下で，観光振興議員連盟（会長：川端正義

県会議員）の議員の方々と，経営情報学部経営情報

学科の牧田ゼミ及び西口ゼミのゼミ生とで観光を

テーマに共同調査を行うこととになった。そして，２

度の意見交換会を経て，今般，本学学生を対象とし

て観光に関する意識調査を行った。本稿では，この

アンケート調査の結果の概要を報告する。

本稿の構成は以下の通り。まず，２で調査対象や

調査方法について簡単に説明するとともに，回答者

の構成などを明らかにする。次いで，３で質問項目

に対する回答を紹介する。ここでは，学生の旅行回

数や宿泊施設決定に係る要因，旅行に際しての情報

収集手段等についての回答結果を男女別に紹介する。

最後に，４で本調査で得られた知見を整理し，今後

の予定についても簡単に触れる。

２．調査対象と調査方法

１）調査対象と調査方法

アンケート調査の対象は四国大学看護学部，生活

科学部，文学部，経営情報学部，短期大学部の１年

生から４年生とした。調査方法は，各学部の講義開

始時あるいは終了時にアンケート用紙を配布し，直

ちに記入してもらい回収するという方法，あるいは，

各学部学科の主任教員に依頼してアンケートを実施

し回収するという方法を採った。アンケート実施期

間は２０１３年１２月から２０１４年１月の間である。

２）調査対象の属性

アンケート回答者数は，属性に関する質問項目の

無記入者を除いた合計１，００６人であった。本学の昨

年度の在学生は，本学のホームページによると２，３８４

名であるので，約半数の学生が回答したことになる。

回答者の構成を学年別にみると，１年生は２４７人（構

成比２４．６％，以下括弧内同様），２年生は２９２人

（２９．０％），３年生は２４２人（２４．１％），４年生は２２５

人（２２．４％）と，２年生の構成比がやや高いが概ね

均等な構成となっている。

次に女子学生と男子学生の構成をみると，女子学
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生は７２４人（７２．０％），男子学生は２８２人（２８．０％）

と，女子学生が回答者全体の７割程度を占めている。

各学年の女子学生と男子学生の構成比も概ね７対３

である（図表１）。

３）調査内容

第１回意見交換会（２０１３年６月２５日）及び第２回

意見交換会（同年１０月２１日）で，議員の方々から「若

者がどの程度旅行しているのか」「旅行の行き先の

決め手は何か」「情報収集の手段として何を使って

いるのか」といった質問が出された。意見交換会で

議員の方々から出された質問を中心に，西口ゼミ（１

年生）で質問項目を作成し，牧田ゼミ，西口ゼミの

他，短期大学部の加渡ゼミの皆さんにも協力して頂

いて予備調査を行い，最終的な質問項目を作成した。

この結果，属性項目を５項目，観光に関する質問項

目を９項目とした。なお，調査票を別添したので参

照されたい。

３．回答結果の概要

１）旅行回数

家族旅行を除いて，学生がこれまで（アンケート

調査時点以前）に日帰り旅行も含めてどの程度旅行

しているのか質問した。まず，図表２によって記述

統計を概観しよう。女子学生の中央値は３回，最頻

値は０回，最大値は５０回，最小値は０回となった。

また，男子学生では，中央値は２回，最頻値は０回，

最大値，最小値は女子学生と同じとなり，男女で大

きな違いはないようにみえる。

分布はどうであろうか。これをみたものが図表３

である。このヒストグラムは，０回から９回，１０回

より多い回数については「１０回以上」としてまとめ

て男女別に回数ごとの構成比を縦軸としたものであ

る。なお，分母は女子が無回答者の２人を除いた７２２

人，男子が無回答者の２人を除いた２８０人である。

女子学生の場合，最も構成比の高いのは「１０回以

上」の１７．６％であり，次いで「０回」の１５．２％，次

が「１回」の１４．４％となった。１０回以上旅行に行く

学生が２割弱いる一方で，全く行かない学生も１割

強いるというように，グラフの両端にやや厚みのあ

る分布となっている。

一方，男子学生の場合は，「０回」が３４．６％とな

り，次いで「１回」と「２回」が共に１５．０％となっ

ている。「１０回以上」は９．６％と１割弱の構成比に留

まっている。

女子学生と比較すると，男子はそもそも旅行に行

かないという学生の割合が圧倒的に多いことに加え

て，「１０回以上」という旅行好きの学生の割合も女

子に比べて低い。男子学生は旅行にやや消極的な一

方で，女子学生は旅行に積極的だと言えよう。

旅行回数は学年が上がるにつれて増加することが

考えられる。すなわち，１年生から４年生まで共通

して図表３でみたような分布になっているのではな

く，例えば，１年生時は０回の構成比が高いが，２

年生，３年生になるに連れてこの構成比が低下する

図表１ 回答者の学年別・男女別構成

（単位：人，％）

合計
１年生 ２年生 ３年生 ４年生

合計
１，００６
１００．０

２４７
２４．６

２９２
２９．０

２４２
２４．１

２２５
２２．４

女子
７２４
７２．０

１６３
６６．０

２２４
７６．７

１７０
７０．２

１６７
７４．２

男子
２８２
２８．０

８４
３４．０

６８
２３．３

７２
２９．８

５８
２５．８

（注）１．表中上段は実数（人），下段は構成比（％）
を示す。
２．なお，合計欄の構成比は学年別構成比，女
子学生及び男子学生の構成比は各学年の男女
別構成比を示している。

図表２ 旅行回数の記述統計

（単位：回）

女子 男子

中央値 ３ ２

最頻値 ０ ０

最大値 ５０ ５０

最小値 ０ ０
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一方で１回以上の構成比は上昇する，というように，

学年によって分布の形が異なっていることが考えら

れる。

そこで，まず図表４によって女子学生の学年別の

分布をみよう。図表４は，旅行回数を「０回」「１～

４回」「５～９回」「１０回以上」の階級に分けて，学

年別に図表３と同様に分布をみたものである。これ

をみると，１年生では「０回」が３７．４％，２年生で

は１３．０％まで低下，３年生，４年生ではそれぞれ

５．９％，６．０％まで低下している。「１～４回」でも

１年生が５５．８％であるが２年生では４８．９％まで低下

し，３年生ではさらに４０．８％となり，４年生で３１．７％

まで低下している。一方，「１０回以上」では１年生

が２．５％，２年生が１１．２％，３年生が２４．３％，４年

生では３４．１％まで上昇している。このように女子学

生では，「０回」及び「１～４回」では学年が上が

るにつれて構成比が低下する一方で，「１０回以上」

では学年が上がるにつれて上昇していることがわか

る。なお，「５～９回」では，１年生の４．９％から２

年生では２６．９％までジャンプアップするが，その後

３年生では２９．０％，４年生で２８．１％と変化に乏しく，

学年に係わらない安定的な回数となっているように

みえる。

図表５によって男子学生についてみると，「０回」

では，１年生で５６．６％の水準から２年生では３７．３％

まで低下，３年生ではさらに１６．９％まで低下してい

る。一方で，「５～９回」では１年生が４．８％，２年

生が１０．３％，３年生が１８．３％と上昇，「１０回以上」

でも１年生が１．２％，２年生が８．８％，３年生が１６．９％

と学年が上がるにつれて上昇している。男子学生に

ついても学年が上がるにつれて旅行回数が増加する

とみられる。

このように，男女とも学年が上がるにつれて旅行

回数が増加していることがわかったが，女子学生の

方が男子学生に比べてこの傾向は明確だと思われる。

２）旅行の目的

次に旅行の目的を質問（複数回答可）し，回答者

数を分母とした構成比を男女別に示したものが図表

６である。

女子学生をみると，最も高い構成比となっている

のが「有名な観光地」で５７．５％，次いで「買い物」

５３．５％，「アミューズメント施設（USJなど）」が

５１．４％と続いている。男子学生で最も構成比の高い

目的は「有名な観光地」で５０．４％，次いで「買い物」

が３２．６％，「アミューズメント施設（USJなど）」が

３１．２％となった。

男女とも旅行の目的として「有名な観光地」を約

半数の回答者が挙げているが，女子学生では「買い

図表３ 旅行回数の男女別構成比

図表４ 女子学生の学年別旅行回数別構成比

図表５ 男子学生の学年別旅行回数別構成比
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物」や「アミューズメント施設（USJなど）」もほ

ぼ同等の割合であったのに対して，男子学生では両

者の割合は女子に比べて低いということが特徴的だ

と言えよう。

３）宿泊施設の選択

宿泊施設を選ぶ際に何を重視するのかということ

を質問した回答結果（複数回答可）が図表７である。

これは，男女ともに「価格」が圧倒的に高い構成比

となっている。女子学生が８７．８％，男子学生が７６．６％

で価格重視の姿勢がみられる。次いで高いのが「雰

囲気」で，女子学生が４６．０％，男子学生でも４０．１％

となった。

なお，女子学生の場合は，「口コミ」が２８．７％，「立

地」が２７．９％と，３割弱の学生が宿泊施設の選択の

際に「口コミ」や「立地」を重視するのに対して，

男子学生では１１．７％，１９．１％と女子に比べて重視し

ていないことが特徴的だと思われる。

４）旅行に行く時期

旅行に行くとしたらどの季節を選択するのかとい

うことを質問した結果（複数回答可）が図表８であ

る。

女子学生で最も高い構成比となった回答は「春」

で３８．７％，次いで「秋」３４．５％，「夏」が３１．９％，

最も低い構成比となったのが「冬」で１８．０％であっ

た。

一方，男子学生で最も高いのが「夏」で３４．０％，

次いで「秋」が３０．５％，「春」が２４．５％，「冬」が２３．８％

となった。

旅行と言えば秋が人気だと予想していたが，女子

学生では４ポイント程度の差をつけて「春」の構成

比が最も高く，男子学生でも「夏」が「秋」を上回っ

たことは意外であった。また，「春」については女

子学生と男子学生の間で１５ポイント程度の差があり，

男女間で季節の選好の違いがあると思われる。なお，

「特になし」が女子で３２．３％，男子で３３．０％となっ

ており，時期にこだわらない学生数も一定割合いる

ことがわかる。

図表６ 旅行の目的

図表７ 宿泊施設の選択

図表８ 旅行に行く時期
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５）旅行の期間

どの程度の旅行期間が望ましいと思うのかという

ことを質問した結果（複数回答可）が図表９である。

まず，女子学生で最も高い割合は「二泊三日」で

６２．５％，次いで「一泊二日」が４９．２％であった。男

子学生も同様で，最も高い割合は「二泊三日」で

５５．３％，次いで「一泊二日」が４７．５％となった。「日

帰り」及び「三泊四日」は男女ともに１０％台の割合

で「二泊三日」，「一泊二日」の割合との差は３０ポイ

ント弱となった。

６）旅行で使ってもよい金額

旅行で使ってもよい金額を質問した結果が図表１０

である。まず，女子学生では，「４万円超 ５万円

以下」が最も構成比が高く３５．２％で，ついで「２万

円超 ３万円以下」が２２．７％と，この２つの金額帯

に集中している。これは男子学生もほぼ同様である。

男子学生で最も高い構成比となったのが「４万円超

５万円以下」で２７．４％，次いで「２万円超 ３万円

以下」が２０．８％となった。男女ともに一回の旅行で

使ってもよい金額は，４万円超から５万円以下の金

額帯を中心に右裾の長い分布になっているとみられる。

なお，男女を比較すると，男子学生の分布が女子

学生に比べて山の高さが低く両裾のやや厚い分布に

なっているように思われる。すなわち，男子学生は

女子学生に比べて２万円以下の学生の割合も高い一

方で，９万円を超える金額を使ってもよいとする学

生の割合も１割強いる（女子学生は８．５％）。

７）旅行の際に利用する交通手段

旅行に行く際に利用する交通手段を質問した結果

（複数回答可）が図表１１である。これによると，男

女とも「バス」を利用する学生は多く，女子学生の

８８．５％，男子学生の７０．２％が利用すると回答してい

る。次いで「車」が女子で４２．１％，男子でやや高め

の５５．７％となった。「バス」を利用する学生が圧倒

的に多いことがわかる。

８）旅行準備の際の情報収集手段

旅行準備の際の情報収集手段を質問した結果（複

数回答可）が図表１２である。この結果をみると，男

女とも情報収集手段として「Web」を利用してい

る学生が多く，女子学生で８３．４％，男子学生では

７６．６％と，８割程度の学生が利用していることがわ

かった。ただ，Webだけというわけでもなく，「旅

行会社のパンフレット」が女子学生で４５．４％，男子

学生で３２．３％，「雑誌」の利用が女子学生で３８．８％，

男子学生で３０．９％となった。パンフレットや雑誌と

図表９ 旅行の期間

図表１０ 一回の旅行に使ってもよい金額

図表１１ 旅行の際に利用する交通手段
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いったインターネットの普及以前からある紙媒体が，

依然として情報収集に利用されていることはやや意

外であった。特に，女子学生での割合が男子に比べ

て１０ポイント程度高く，女子でより多く利用されて

いることがわかった。

一方で，「ネット広告」や「SNS」の利用が広がっ

ていると予想していたが，両者とも予想外に低く，

「ネット広告」では女子学生が１１．６％，男子学生が

１２．１％，「SNS」では女子学生が９．３％，男子学生が

６．７％という結果であった。

４．おわりに

本学学生を対象とした観光に関する意識調査で明

らかになったことをまとめると以下のようになろう。

①旅行に対しては，男子学生に比べて女子学生の方

が積極的である。女子学生は１年生の時から旅行

に行き，また，学年が上がるにつれて回数も増え

ている。

②旅行の目的としては，男女ともに「有名な観光地」

が最も多いが，「買い物」や「アミューズメント

施設」も多く，特に女子学生では有名な観光地と

同等の割合である。

③宿泊施設を選択する際に重視するのは男女ともに

圧倒的に「価格」であった。ただし，「雰囲気」

や「立地」も一定割合選択されていたことを考え

ると，価格が安ければよいと直ちに解釈すること

には慎重さが必要であろう。雰囲気や場所に見

合った値ごろ感が大事という可能性もあるのでは

ないかと思われる。

④旅行に行きたい季節は意外にも秋ではなく，女子

学生で「春」，男子学生で「夏」が最も支持を得

た。

⑤一回の旅行に使ってもよい金額は，５万円程度な

いしは３万円程度であった。

⑥利用する交通機関は圧倒的にバスが多い。

⑦情報収集手段としては，男女ともにWebが主流

である。ただし，昔ながらのパンフレットや雑誌

といった紙媒体も利用されており，この傾向は女

子学生の方が強い。

今後本稿をベースにして最終報告書をまとめ，観

光振興議員連盟に報告する予定である。本調査が本

県の観光振興のための観光政策立案に少しでも役立

てば幸甚である。

最後に，この調査では本学の全ての学部の皆さま

に協力して頂きました。アンケートの記入は，国家

試験に向けた模擬試験終了時や講義開始時などを利

用させていただいたほか，学部主任の先生にアン

ケートの実施・回収をお願いした学部もあります。

ここに改めて謝意を表します。

図表１２ 旅行準備のための情報収集手段
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（別添）

四国大学生の観光に関する意識調査

四国大学経営情報学部経営情報学科

牧田ゼミ・西口ゼミ

経営情報学部・経営情報学科の牧田ゼミ・西口ゼミでは，徳島県への観光客の誘引を目指し，若者の観光

に関する意識について徳島県議会と共同で研究を進めています。つきましては，研究資料として，皆さまに

以下の質問にご回答いただきたくお願いする次第です。

このアンケートにご回答いただきました内容は，厳重に管理の上，全て統計的に処理し，研究目的以外に

は使用致しませんので，皆さまにご迷惑をおかけすることは一切ございません。大変恐縮に存じますが，ご

協力の程何卒お願い申し上げます。以下の質問項目につきまして，この用紙に直接ご記入下さい。大変お手

数をおかけいたしますが，宜しくお願い申し上げます。

大学入学後の家族旅行以外の旅行について以下の質問にお答えください。

１．大学入学後，あなたは何回旅行（家族旅行以外）に行きましたか（０回の人は「０」と記入して下さい）。

（ ）回

２．旅行の目的は何ですか（複数回答可）。

①アウトドア体験 ②有名な観光地 ③人とのふれあい

④癒しやくつろぎ ⑤食べ歩き ⑥イベント（ライブなど）

⑦目的なくふらっと ⑧買い物 ⑨アミューズメント施設（USJなど）

⑩その他（ ）

３．宿泊施設を選ぶ時に重視する点は何ですか（複数回答可）。

①食事 ②サービス ③価格 ④雰囲気 ⑤立地 ⑥温泉の有無

⑦口コミの評価 ⑧その他（ ）

４．旅行に行くとしたら時期はいつですか（複数回答可）。

①春 ②夏 ③秋 ④冬 ⑤特になし

５．どの程度の期間がいいですか（複数回答可）。

①日帰り ②１泊２日 ③２泊３日 ④３泊４日 ⑤１週間以上

６．一回の旅行で使ってもよい金額はいくらまでですか。（ホテル代・交通費込）

（ ）円

四国大学生の観光意識アンケート調査にみる観光意識
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７．旅行に行く際によく利用する交通手段は何ですか（複数回答可）。

①車 ②バス ③飛行機 ④自転車 ⑤汽車・電車

⑥フェリー ⑦バイク ⑧新幹線 ⑨その他（ ）

８．旅行準備の際に情報収集手段として利用するとしたら何を利用しますか。

以下の中から選んでください（複数回答可）。

①旅行会社のパンフレット ②Web ③雑誌 ④口コミ ⑤ TV旅番組

⑥ネット広告 ⑦ SNS（フェイスブック，ツイッタ―等）

⑧その他（ ）

９．今後旅行に行くとしたらどこに行きたいですか。また行きたい理由も教えて下さい。

行き先（ ） 行きたい理由（ ）

１０．あなたの性別を教えて下さい。

①女 ②男

１１．あなたの学年を教えて下さい。

（ ）年

１２．あなたの学部を教えて下さい。

（ ）学部

１３．あなたのアルバイト経験を教えて下さい。

①現在アルバイトしている。 ②大学入学後アルバイトしたことがある。

③これまでアルバイトしたことがない。

１４．あなたの車の所有状況を教えて下さい。

①現在車を持っている。 ②過去車を持っていたことがある。

③これまで車を持っていたことがない。

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。
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